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研究成果の概要（和文）：本研究では，環境変動と環太平洋の古代の諸文明との関わりを明らかにすることを目的とし
た。そのために，高精度な年代と多様な環境指標が得られる湖沼堆積物を，グアテマラ，ペルー南部，カンボジア，日
本において収集し，過去の気候，地震・津波等の自然災害，遺跡周辺の植生，立地環境，人類による環境破壊等を復元
した。また，考古遺物の年代測定や植物学的分析を実施した。その結果，世界最高水準の放射性炭素年代の較正曲線が
得られた（福井県水月湖）。中米，ペルー南部，カンボジア，南西諸島の古代文明が経験した環境変動が明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study is to clarify the relationship between environmental chan
ges and the ancient civilizations in the Pacific regions. Sediment cores were recovered from the lakes in 
Guatemala, Southern Peru, Cambodia and Ryukyu Islands. These were analyzed to reconstruct the past environ
mental changes, i.e., climate, natural disasters, vegetation and anthropogenic activities over the regions
. Radiocarbon (C-14) determinations obtained from annually laminated sediments in Lake Suigetsu were incor
porated in the C-14 calibration curve, Intcal 13, which contributes to the high-precision dating in archae
ology and geosciences. The environmental reconstructions were compared to the societal changes in the civi
lizations.
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１．研究開始当初の背景 
 

1990 年代以降，地球上の様々な地域で古
環境変動の実態と要因の解明に向けて精力
的な努力がなされてきた。本研究で対象とす
る湖沼堆積物は，自然の環境記録の一つであ
り，人類が居住する陸域に遍在し，とりわけ
年縞試料では，極めて高い時間分解能で長い
記録が得られ，火山噴火等の自然史的イベン
トや人間活動の痕跡が検出できる点で貴重
である。しかしながら古環境記録は一般に高
緯度地帯での研究成果が多く，中低緯度で，
特に環太平洋地域での研究成果が少ないた
め，全球レベルでは大きな偏りが生じている。 
 
２．研究の目的 
 
環境史の精緻な記録である湖沼年縞堆積
物を用いて，環太平洋の自然環境システムの
変動を復元し，文明史との関係を明らかにす
ることで，新たな歴史的知の創造への自然科
学からの貢献を行う。具体的な目的としては，
以下の 3 課題を設定した。（１）環太平洋環
境史の高精度年代軸の確立，（２）湖沼堆積
物を用いた精緻で多様な環境変動因子の復
元，（３）環太平洋諸文明の人間社会と環境
変動の相互作用の解明。 
 
３．研究の方法 
 
グアテマラ，ペルー南部，南西諸島，カン
ボジアで湖沼を調査し，ボーリングにより堆
積物試料を採集した。各地域の堆積物の分析
から，気候，植生，立地環境，自然災害，人
為的環境破壊等を復元した。自然史試料，考
古遺物の放射性炭素年代測定を実施した。 
 
４．研究成果 
 
（１） 計画研究 A02～A04（考古学班）の調
査地域において，当初計画した文明
史研究の年代範囲を完全にカバーす
る良好な堆積物試料が得られた。た
だし A02 対象のマヤ低地南部では，
セイバル遺跡が起こった年代が当初
の予想を超えて古いことが明らかに
なったために，それ以前に調査を行
った古環境試料ではその分，カバー
しきれなかった。 

（２） グアテマラではメソアメリカ初とな
る年縞堆積物を発見し，高精度の環
境史が復元された。その結果，従来
の学説と異なり，セイバルの衰退と
旱魃が必ずしも対応しないことが明
らかとなった。一方，ペルー南部で
は，過去約７千年にわたる堆積物試
料が得られ，ナスカ期の旱魃化が見
出された。 

（３） 南西諸島では複数箇所で良好な堆積

物試料が得られ，A04 が明らかにした
11 世紀の農耕の開始期と湖沼の水質
の微弱な悪化が一致することが明ら
かとなった。さらに，A04 の貝類の経
年変化，堆積物による近年までの土
壌流出の復元結果の総合的な解釈に
より，琉球の先史・原史文化が，環
境への負荷を最小限に抑えた社会で
あったことが明らかとなった。 

（４） 中間評価でやや遅れが指摘されたカ
ンボジアの堆積物の分析が期間中に
完全に復元された。当該地域では初
となる完新世全体の古環境記録と詳
細な古地形データが得られた。その
結果，アンコールを支えたトンレサ
ップ湖周辺は，完新世前半には複雑
な谷地形をもった河川域であり，そ
れが緩い土砂堆積とメコン川の氾濫
により，巨大湖に成長し，巨大な水
利都市を含む文明が成立する基盤が
形成されたことが明らかとなった。 

（５） 福井県水月湖の年縞堆積物の分析か
ら，世界最高水準の放射性炭素年代
の較正曲線の構築に成功した。2013
年から世界中でこの曲線の利用が開
始された。 
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